
皆無だったのに対し,女子には少ないが,必ずいる

といった結果になっている。

上記以外に期待すること。

「友達,け ったいな人が多くておもしろそうである」

「大学生の官僚化,保守化の目出つ今日,旺盛な在

野精神,批判精神と行動力をもった連中の集った珍

しい学部である総科の中で,自 分を鍛えてゆくこと」

「私達54年生の中から,ノ ーベル賞を取る人がでる

こと」「体力作り」「プロポーズ大作戦に出たい」

「希望のコース、,全員が行けること」「総科とし

ての特色が強く出るようなカリキュラムの編成」

「学部が変わっているから,人間的に面白い人が多

いのではないかと期待していたのだが…」「総科生

を全員大学院へ入れること」「芸術関係についても

ある程度詳しく学べるようにしてもらいたい」。

〔3〕 現在志望するコースとその志望理由。

(男子32名 ,女子震艦 ,計 60名の志望動向)

地域文化コース

男子 7名 ,女子 13名 ,計 21名

(理由)「興味がある」「他のコース:こ則袖滝い」

「文系だから」「文系の 2つを選ぶ場合,社会文化

はいやだから」「ヨーロッパ大陸に対する憧れと,

語学の勉強のため」「外国語のエキスパー ト,及び

広い視野を持つ国際人をめざすため」「適性,及び

学問的知識の研究」「将来海外に進出したいがら」

「長谷川さん,赤池さんがいるから」「にはんいが

い,めんどくさいのでだるい (原文のまま)」「文化

の研究をしたい」「ロシア研究を創ってはしい」。

社会文化コース

男子 5名 ,女子 4名 ,計 9名

(理由)「国際関係がやりたかったが,他学部では

固定化,専門化された学問しかできないと思ったか

ら」「社会に対する興味」「将来の職業のため」「

個人と社会について考えたい」「複雑な現代社会の

状況を少しでも理解するため」「人間性と人格をみ

がくため」。

情報行動科学コース

男子 10名 ,女子 6名 ,計 16名

(理由)「自分の専攻したい分野が総合的にできそ

うだから」「Ⅲ群で行動関係をやり,児童相談所に

つとめたい」「犯罪を中心とした社会病理学のでき

るところ徹 文と重ω」「行動科学に興味がある」

「 リフ トか行動科学をやりたい」「コンピューター

をやりたい」「人間行動の不可解 さの原因の究明」

「数学方面をやりたい」「将来性と興味」「以前か

ら心理をやると決めていた」「他に行きたいところ

がない」 隔心理学に興味があり,芸術方面に応用で

きそうだから」「 しかし自分の能力を考えると,社

文になるようだ」。

環境科学 コース

男子 8名 ,女子 4名 ,計 12名

(理由)「社文では将来が難しく,情報ではコース

決定にひっかかりそ うだし,よ く見ると情報より面

白そうなので」「物 Iを とっていないので,情制の

数理は無理と思ったから」「Ⅳ群で理科の教職をと

りたい」「理系の分野で現代の風潮にあい:時代の

先端をゆく学問だから (情報と重複)」 「 自分にむい

ている」「興味がある」「理数が好きだから」

「地質関係をやりたかったが,広大理学部地学科は

ドツボだから (原 文のまま)」

未定 (考慮中)

男子 2名 ,女子 1名 ,計 3名

この質問に対 しては 1年生の解答数が60名 と,半

数以下であるので,は っきりと各 コースのばらつき

を見ることはできないが,その理由をみてみると,

非常にはっきりと自分の進路を考えている人もいる

反面,あいまいな理由も少なくないことがわかる。

まだ,各コースでどんなことをするのかよくわから

ないところが正直なところであろう。

〔4〕 あなたは総合科学部の授業の組み方に対 して

どの程度満足していますか ? この質問,「授業の

組み方」というのが何をさすのかあいまいだったの

だが,結果を見てみると   男 女 計

1.非常に満足   0 0 0
2.ま あまあ満足  12 7 19
3 ふつう 17  4  21

4.やや不満    32 14 46
5 失望じゃ-   3 1 4

と,こ ういう具合に出て来た。

設間の問題として5の「失望じゃ」というのは,

編集部は「非常に不満」という意味で書いたわけだ

が,失望と不満ではニュアンスが全く違っており,

圧倒的に多かった「やや不満」という項も,希望―

よりよくしようという願望あるうえでの不満だと,



編集者は期待する。

「その理由は?」 という項を見てみよう。まず「

まあまあ満足」とした人には

「いろんな分野の知識が断片的ではあるが得られ

興味深い」

「系統的とは言えないが,様々な分野の講義が聞

ける」

など「断片的」などと釘がささっているものの,一

応「総合科学」性を評価している人が多かった。

逆に「やや不満」とした人の意見は,単なる時間

割の組み方,学部やコースとしてのカリキュラムの

組み方に別れた。

まず時間割について

「要望や必修科目,語学などと重なり,と りたい

講義がとれない。」(特にコース相互間)

「他コースで受けたい授業があっても,実験など

のために受けられなくなっている」

「隔年開講が多い。」

「プロ通 Iは 3ク ラス位つくるべきだ。」

などの意見が出たが,「とりたい授業が重なってと

れない」というのが特に多かった。

カリキュラムに関しては

「プログラミング通論 Iを全コース必修にする

には疑間がある。」

「法学 (特に民法)系の講義が少ない。」

「専門外の授業をとることが決められているが,

真剣にとりくめない」

「環境科学コースでは必修科目が多く,他 コース

に比べ負担が大きい。」

「環境の選択必修科目が,物理・数学にかたよっ

ており,生物・化学 。地学が少ない。もっとわ

くを広げるか,無 くするかしてほしい」といっ

たものであった。

そして

「全く総合科学的カリキュラムになっていない。」

などの意見が出た。

「ふつう」とした人の意見にも「総合科学」に関

するものがあり,

「授業は単位をそろえるための形式的なものでし

かなく, 自分の研究は自分でするしかないので

は」

「授業の組み方というけれど,授業に対して受け

身であってはいけない。自分でやっていく中で

教官から自分に身になるものを盗むべきであ/t」

などの意見が出た。私たちは総合科学部へ入ってく

ると,な にか「総合科学」というきちんとした学問

の体系が存在 し,それに従 って進めば「総合科学」

ができると錯覚 しがちであるが,も う一度考えなけ

ればならないのが「自分」の大切さであると思う。

総合科学部を生かすも殺すも,全ては私たち次第と

い うことだ。

最後に先輩の教訓をひとつ加える。

「必修が少な く,自 分の自由意志で,ほ とんどの

授業を選択できる点には満足, しかし自分の専

攻分野に絶対必要な科目を取り忘れることがあ

る」 (経験者は語る)

心すべきことだと思う。

〔5〕 現在,総科には 4つの コースがありますが,

そのことについてどう思われますか,又,単位の取

得方法についてどう思われますか ?

・ コースについて

この質問は, 4つの コースについての何が聞きた

いのか明白ではないため,解答の方にもさまざまな

種類のものがあった。そこで,少し項目に分けて書

くことにする。

①  コースの定員について

「志望コースヘ行けな くなる場合がある」 として「

コニスに定員を設けていることに問題がある」とい

う意見が多かった。又,「 コース間のバランスがと

りたければ,コ ース別募集にすればよい」という意

見も出ていたが,そ うすると,入学時に予めこまか

い専攻分野を決めておかなくてはならないわけで ,

一年間の猶予の意味がな くなるのであろう。とする

と,学生が志望するコースヘ全員が入れれば,文句

ないわけだが,あ るコースに学生が集中したりする

と,教官数,設備などの問題から,十分な教育がな

されえないとい う心配もでて くるわけであって,こ

の問題は,一朝一夕にはいかない難 しい問題である

ことがわかろう。 しかし,「学生としてはあ くまで

自分の志望するコースヘ行きたい」というのが当然

である。

② コース決定について

コース決定の時期について

「 コース変更の可能性を持たせた上で, コース決

定は 1年から行なうべきであると思う」(2甲D
「 コース決定は 3年次にすればよい。」 (それまで

は全 コース共通をとった りする)(1年 男)

コース決定方法について

「 1年の後半にコース選択の理由を書かせたり,
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「必修選択の単位数が多 くて,他 コースの聴講が

難しい。 自由選択の枠をひろげ,必修選択を少

なくしてほしい。」(3年男)

「単位及び科目の選択の自由度はかなり保障され

ていると思 うけれども,それを取る人 (学生)

とそれを取る人への案内 (ガイダンス 。一般教

育)等の力量が自由 ?に値 していないので,ま

だ大部分の人にとっては,無理矢理必修で科目

を指定 した方がましであるという状態だと思う。」

(3年男)

「 1年次に22単位という制限があり,その ヒマな

癖が(3「に ,@ �


